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校内支援体制構築のための参考資料

~平成23年度校内支媛体制研修実践事例から~
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はじめに

近年、「いじめ、不登校、発達障害jなど児童生徒をめぐる問題が複雑化し、

各学校ではチーム支援など組織的対応が喫緊の課題となっております。平成22

年4月に文部科学省から出された生徒指導提要においても、校内支援体制の在

り方や組織的対応の進め方等について記されているところですロ

本県におきましても、平成23年 3月に栃木県教育委員会が策定した「とちぎ

教育振興ビジョン(三期計画)Jの施策 (4)児童 ・生徒指導の充実の中で、教

育相談体制の充実の必要性が述べられています。

以上のことから、当センターでは、各学校における児童生徒への指導 援助

に関する組織的対応を推進する上で中心的な役割を担う教員に対して、必要な

知識と技能の習得を図る研修を設定する必要があると考え、新たに「校内支援

体制研修」を立ち上げ、実施することになりました。

本資料は、今年度の受講者が取り組んだ数多くの実践の中から、研修内容を

反映し、特に成果の見られた11校の取組について紹介するものです。各学校の

特色や実態に合わせた工夫 改善や推進者の動き、校内支援体制及び教職員の

意識の変容について具体的にまとめてあります。今後、校内支援体制研修を受

講される先生方はもとより、校内支援体制構築に取り組まれるすべての学校に

おいて、取組の際の参考としていただければ幸いです。

結びに、本資料の作成にあたり 、実践事例をご提供いただきました各学校及

び受講者の方々に心から感謝申し上げます。

平成24年3月

栃木県総合教育センタ一所長

瓦井千尋
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平成23年度校内支援体制研修の概要

1 研修の目的

児童生徒をめぐる課題(いじめ、不登校、発達障害等)への対応を充実させるため、
コーディネーションやチーム支援に関する研修を実施し、各学校における校内支援体制
の整備や組織的対応の推進において中心的な役割を担う教員としての資質向上を図る。

2 対象及び定員
全校種の教員。ただし、各学校の児童・生徒指導の実態に応じて教育相談及び特別

支援教育を推進し、校内支援体制の整備・充実に向けて中心的な役割を担う教員
(小・中においては教育相談係、特別支援教育コーディネーター、児童指導主任、生徒
指導主事、学年主任など)

(高・特においては教育相談係主任、特別支援教育コーディネーター、生徒指導主事など)
計 1 1 7人 (表中の数字は割当人数)

河内 上都賀 芳 賀 下都賀 塩 谷 那須 安足 合計
南那須

小学校 1 11 6 16 7 11 10 62 

中学校 1 6 4 7 4 7 5 34 

高等学校 15 15 

特別支援学校 6 6 

*本研修は、全校種(小・中・高・特)を対象として 5年間で実施する。年度毎に学校
を割振り、各学校 1人に対して実施する。

3 研修内容等

区分
期日

研 修 内 容 会場 講師・助言者等
日/日|隠

第 |講「詰児童生徒支援の考え方」

1 5/27 金 総合教育センター職員
日 講話・演ア習

「コー ィネーション左チーム支援」
総

第 講話・演習
2 6/30 木 「コーディネーションの考え方・進め方」 J口L 大学等職員
日

教
研究協議
「校内における組織的対応の現状と課題 育

大学校学教等職育員課職員第 (1) J 
3 9/6 火 セ 特教別育支事援務芳教晴育室員職員
日 講話・演習

「コンサルテーションの考え方・進め方」 ン 総合教育センター職員

実践発表 タ 小・中学校教員
「校内支援体制の充実を目指して」 県立学校教員

第 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.

学特別校教支育援課教職育室員職員4 11/25 金 研究協議
日 「校内における組織的対応の現状と課題

総教合育教事務育所セ職ン員ター職員(2) J 
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4 この研修で目標とするところ

チームでの支援が行われ、既存または新規の主段体制が組織的、継続的に機能してい

ること。また、それが他の教職員にも見えるよ うになること。

その中核的な存在として本研修修了者が力を発抑していること.

< ;-j~イ J ト >

0児童生徒主t~に閲して、 字社全体として複数の分訟や部、委員会等の削jが実際

に行われ、研修修了者がそれらのつなぎ役として動く .(車財自由)

0学習而や生活而で支騒が必要な児窓生徒に対する学校全体としての指導の流れが

でき、実際にそれに基づき指導が行われる。(活動)

O指導が必要な児童生徒に関する情報が共有される。(共通用解)

*これらは児章生徒の変容や教職員の意識の変容 校内連携の変容によって評価するこ

ととする。

校内支掻体制定婁・強化由記初白3事素 r組制'J r活動J r共通理解j

5 研修の構図

これまでの
研修の焦点

liH修ぬ焦点

校内支撮体制の整備
組織的対応
中心となる推進者

校内支健体制の充実を目指して

現状と課題
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*イメ資料は栃木県総合教育センターのホームページにて、閲覧及びダウンロードできます。
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編木県総合績育センター

[設立 ~I] 周年
「と写e;G司教育を未来に繋ぐJ

をテーマに記念事業を実施します.

平成24年10月20目{土)
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